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宮若市では、予算書の概要をマネーブックにまとめ、市民のみなさんに配布して
います。このマネーブックは、「第２次宮若市総合計画」で定めた６つの基本方針に
基づき構成し、基本方針ごとに、どのような事業をどのような金額で行う予定にし
ているのかを紹介しています。

宮若市では「ひと・みどり・産業が輝く ふるさと宮若」を将来像として
まちづくりを行っています。この実現に向けて、６つの基本方針を定めています。
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令和４年３月に執行された市長選挙におきまして、宮若市長として市政を預か
ることとなりました。責任の重さに身が引き締まる思いです。これから、多くの
市民・企業・団体等の皆様と行政との対話を重視し、「市民目線・市民主体の市政」
に徹し、私の目指す、市民の皆様が文化やスポーツを楽しみ健康的な生活を送る
ことのできる市政運営を進めていく所存であります。引き続きご支援・ご協力の
ほど宜しくお願い申し上げます。

さて、宮若市では市民参加による協働のまちづくりを推進するため、市民の皆
様にまちづくりに関する情報を積極的にお知らせし、情報の共有に努めています。
そのひとつとして、予算の概要をわかりやすく説明した「宮若市マネーブック～
わかりやすい予算書～」令和４年度版を作成いたしました。

今春は学校再編による光陵小学校の開校に併せて、子育て支援センター「さく
らんぼ」・光陵学童保育所が完成しました。また、宮若市農業観光振興センター「み
やわかの郷」や宮若市文化財収蔵・展示・交流センター「宮若トレッジ」といっ
た施設も開館しました。これらの施設を最大限に活用し、宮若市の特産物や歴史、
文化といった魅力を発信していきます。

令和４年度の主要な施策としまして、まず最重要課題である新型コロナウイル
ス感染症に対応する感染防止対策や生活支援事業を推進し、市民の皆様の生命と
くらしを守ってまいります。この他、宮若市の産業をさらに発展させるための宮
若北部工業用地の造成や、デジタル技術の実装で市民の方がより快適な生活がで
きるよう、ＡＩデマンドタクシーの普及や各種申請のデジタル化に取り組みます。

最後になりますが、今年度、SDG ｓという世界共通の目標に謳われている「誰
一人取り残さない」という理念を組み込んだ、令和５年度から令和９年度までを
計画期間とする第２次宮若市総合計画後期基本計画の策定を行います。宮若市は
新たな時代へ向かって、恵まれた地域資源を最大限に活かし、活気ある輝くふる
さとづくりの実現に向け邁進してまいります。皆様のご理解とご協力を宜しくお
願い申し上げます。

　　　　　　　　　　令和４年８月　

ごあいさつ
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令和 4 年度　宮若市一般会計予算
総額 183 億 8,808 万円 （前年度比 6.3％減）

市税
　48 億 6,870 万円
　（26.5％）

分担金・負担金
　5,431万円 （０．３％）

使用料・手数料
　３億６，９３５万円
　（２．０％）

繰越金
　4 億円（2.2％）

その他
　１7 億 1,418 万円
　（9.3％）

地方交付税
　33 億 8,909万円
　（18.4％）

県支出金
　１2 億１，７６５万円
　（６．６％）

国庫支出金
　35 億 812 万円 （19.1％）

交付金
　１１億 5,893万円
　（６．３％）

市債
　17 億 775万円
　（9.3％）

歳入予算の
ポ イ ン ト

● 「市税」は、新型コロナウイルス感染拡大の影響などにより法人市民税が減少し

ています。

● 「市債」は、光陵小学校などの整備の完了により減少しています。

● 「地方交付税」は合併団体に配慮した算定方法への見直しに伴い増加しています。

自主財源 　４０．３％（前年度比 ＋ 4.7％）
　・市が自主的に収入できる財源のことです。
　・市税、分担金・負担金、使用料・手数料、繰越金などがあります。
　・多いほど財政が安定し、自主的な事業をより多く行うことが出来ます。

依存財源 　５９．７％（前年度比 ー４．７％）
　・国や県から交付されたり、割り当てられたりする財源のことです。
　・地方交付税、国庫支出金、県支出金、市債などがあります。

歳 入

自主財源
 ４０．３%

依存財源
 ５９．７%
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人件費
　24 億 5,997万円
　（１３.４％）

扶助費
　４５億８，８６５万円
　（２５．０％）

公債費
　１６億８，０００万円
　（９．１％）

物件費
　２５億７，６９７万円
　（１４．０％）

投資的経費
　２９億 9,235 万円
　 （１６．３％）

補助費等
　１９億９，４61万円
　（10.8％）

繰出金
　１４億４，９６２万円
　（7.9％）

義務的経費　４７．５％（前年度比 ＋２．４％）
　・支出が義務づけられていて任意に削減できないお金のことです。
　 ・人件費、扶助費、公債費のことです。
　・扶助費とは、生活保護費、子どもや高齢者などの生活支援にかかるお金のことです。
　・公債費とは、市の借金返済にかかるお金です。
　・義務的経費の割合が多いほど、財政構造が硬直化し、自主的な事業が制限されます。

投資的経費　１６．３％（前年度比 − ５．９％）
　・道路や公園などの公共施設整備にかかるお金のことです。
　・主な事業は、宮若北部工業用地造成事業や鶴田地区排水機整備事業です。

その他の経費　３６．２％（前年度比 ＋ ３．５％）
　・物件費とは、旅費、需用費、委託料、備品購入費などのことです。
　・補助費等とは、個人や各種団体への補助金、消防署やじん芥処理施設組合への負担金です。
　・繰出金とは、国民健康保険特別会計や介護保険広域連合への支出金のことです。

歳 出

歳出予算の
ポ イ ン ト

● 「義務的経費」は、新庁舎建設事業の起債の返済が始まったことにより公債
　費が増加しています。

● 「投資的経費」は、光陵小学校などの整備の完了により減少しています。

● 「その他の経費」は、学校給食共同調理場の調理等業務の民間委託な
　どに伴い物件費が増加しています。

維持補修費
　３億６８万円（１．６％）

その他
　３億 4,523 万円（1.9％）

義務的経費
４７．５%

投資的経費
   １６．３%

その他の経費
３６．２%
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第
１
章

自然環境と地域景観の保全

■ 不法投棄防止対策の推進　(環境保全課)

１８８ 万円

財源　市：１８８万円

　不法投棄防止推進委員による監視体制の強化
や不法投棄防止監視カメラ、看板の設置などに
より、不法投棄の防止に努めます。
また、環境クリーン作戦や遠賀川流域河川一

斉清掃の実施、自治会などが実施している環境
美化運動の支援を行います。

■ 空家等対策の推進　( 建築都市課 )

８１３ 万円

財源　国：３９５万円　市：４１８万円

空家等対策計画に基づき、空家化の予防や適
切な管理などの啓発に努めるとともに、老朽化
し危険性の高い空家の解体撤去費用を補助する
など、空家等対策を進めます。

■ 地球温暖化対策の推進　( 環境保全課 )

２２５ 万円

財源　その他：２２５万円

　地球温暖化対策を推進するための指針とし
て、令和４年度から令和５年度にかけて「第
２次地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」
を策定し、温室効果ガスの排出削減に努め、
２０５０年までに脱炭素社会を目指します。

第１章 自然環境　

廃棄物処理とリサイクル対策の推進

■ ごみの減量化・リサイクル活動の推進  
  　( 環境保全課 )

１，１５６ 万円

財源　その他：１６万円　市：１，１４０万円

ごみの減量化・リサイクルを推進するため、
第２・４日曜日に市内２ヵ所で行っている資源
物拠点回収を継続して実施します。
また、ごみとして処理されている古紙などを

有効活用するため、リサイクル活動登録団体へ
奨励金を交付するとともに、ごみの減量化を図
るため、生ごみ処理機器やダンボールコンポス
ト購入者への補助金の交付を行います。

上水道の安定供給

■ 上水道の安定供給　( 水道課 )

９，６８７ 万円

財源　その他：１４２万円
         市：９，５４５万円（うち市債：７，０６０万円）

老朽化による配水管の更新や浄水場施設の整
備を継続的に進め、水道の安定供給に努めます。

下水道等の整備

■ 下水道等の整備　( 下水道課 )

７億９，３１６ 万円

財源　国：２億５，５５０万円　その他：１，９２６万円
         市：５億１，８４０万円（うち市債：４億１，４６０万円）

福岡県が事業主体である遠賀川中流流域下水
道事業の進捗状況に併せて、詳細設計や調査な
どを行いながら、事業認可区域内の幹線管きょ
や末端管きょの整備促進を図ります。
遠賀川中流流域下水道事業では、広域的な汚

水処理対策を図るため、福岡県と関連市町が連
携を図りながら整備を促進しています。

豊かなみどりが輝くふるさとを守る、自然と共生したまちづくり
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第
１
章

■ 合併浄化槽整備事業　( 下水道課 )

２，３４７ 万円

財源　国：７３４万円　県：８０４万円　市：８０９万円

　汚水処理施設構想に基づき、公共下水道整備
区域以外での浄化槽の設置を推進します。　　
　また、単独浄化槽や汲み取り便槽からの転換
を行う方に補助を行うことで、さらなる合併浄
化槽の設置促進を図ります。

治山・治水・砂防対策の充実

■ 森林環境の整備　( 農政課 )

４，８５８ 万円

財源　県：３，３５７万円　その他：１，３９７万円
　　　市：１０４万円

水源のかん養、土砂災害防止など森林の有す
る公益的機能を高めるため、荒廃森林整備の取
組を行います。また、犬鳴山系関係自治体と連
携し、シカの誘引捕獲事業に補助を行うことで
森林被害を防ぐ取組を行います。

■ 砂防対策の充実　( 土木建設課 )

２，５８０ 万円

財源　県：１，２５０万円
　　　市：１，３３０万円（うち市債：１，２５０万円）

福岡県の補助事業である急傾斜地崩壊対策事
業により、宮日田地区（金生）の整備を進めます。

第２章 生活基盤・都市基盤　

第
２
章

計画的な土地利用の促進

■ 国土調査の実施 （土地対策課 )

１億１１１ 万円

財源　国 :４，４８６万円　県：２，２４３万円
         市：３，３８２万円

　個人の権利や財産を尊重し、国土の開発、保
全、利用の円滑化を図るため、令和４年度は、
長井鶴・山口地区の一部の地籍簿、地籍図の作
成と長井鶴・宮田・山口地区の一部の一筆地調
査、測量調査を行います。

安全・安心で便利な暮らしを確保する
生活基盤・都市基盤づくり

定住・住宅施策の推進

■ 定住促進事業  ( まちづくり推進課 )

９，７６６ 万円

財源　国：１，８５１万円
         市：７，９１５万円

　市内に住宅を取得した方に最長７年間、固定
資産税相当額を奨励金として交付する定住奨励
金制度、市内民間賃貸住宅に居住する新婚・子
育て世帯に対して、家賃の一部を補助する家賃
補助制度など、各種施策を効果的にPRしなが
ら定住を促進します。

■ 河川・水路などの環境整備  
  　( 土木建設課 )

５億２，８６９ 万円

財源　国：959 万円　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　市：５億１，９１０万円（全額市債）

　大雨時、慢性的に冠水している鶴田地区の内
水対策のため、排水施設の整備を進め、災害の
発生予防・拡大予防に努めます。　　　　　　
　また、防災重点農業用ため池の劣化状況調査
を行うとともに、地震や豪雨による被害を防ぐ
ため、ため池廃止工事やため池の浚渫を行いま
す。
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第
２
章

■ 市営住宅の保全管理　( 建築都市課 )

７，９２５ 万円

財源　国：３，７５５万円　県：２０万円　
　　　その他：４，１５０万円

　市営住宅長寿命化計画に基づき、管理戸数の
適正化を図るため、老朽化の著しい空家となっ
た市営住宅の解体工事を実施します。　　　　
　また、市民が快適に住み続けられることや、
市民の消費を促し地域経済の活性化を図るた
め、個人住宅や地区公民館を対象に住宅等改修
補助金制度を継続して実施するとともに、通学
路などを対象としたブロック塀等撤去費補助金
制度を実施することで、安全・安心な環境整備
を推進します。

道路・交通網・生活環境の整備

■ 幹線道路の整備　( 土木建設課 )

３億９，０６８ 万円

財源　国：１億４，２８５万円
         市：２億４，７８３万円（うち市債：１億７，０２０万円）

　幹線道路・交通網の環境整備は、周辺地域と
連携して舗装改修や歩道などの整備を計画的に
進め、利便性や安全性の向上に努めます。

■ 生活道路の整備　( 土木建設課 )

２億４，７８２ 万円

財源　国：１，４３０万円
　　　市：２億３，３５２万円（うち市債：７，２００万円）

　日常生活で利用する生活道路の維持に努める
とともに、経年劣化した道路の舗装整備を行い
長寿命化を図ります。また、社会資本整備総合
交付金を活用することで、前平田・和田線、福丸・
湯原線にグリーンベルトを設置し、歩行者の安
全通行の確保に努めます。	

■ 市民と協働した道路環境の保全
　　( 土木建設課 )

５５０ 万円

財源　市：５５０万円

市民と行政の協働による良好な道路環境の
保全推進を目的とした道路愛護推進活動につい
て、積極的に周知を行うことで活動団体の増加
に努めます。

■ 利便性の高い公共交通手段の確保
　　( 産業観光課 )

１億３，７６２ 万円

財源　国：３，３２２万円　県：６８７万円　
　　　その他：８，５７１万円
　　　市：１，１８２万円（うち市債１９０万円）

　現行路線の存続を基本に、生活交通手段の確
保に向け、運行の形態やルートの見直しを引き
続き行うとともに、デマンド型区域運行方式の
本格導入を図ります。　　　　　　　　　　　
　また、令和５年度中の宮田バスセンターの建
替えに向けて、基本・実施設計を策定します。
　　　　　　　　　　　

公園・緑地の整備

■ 協働による公園の管理・活用の推進
　　( まちづくり推進課・土木建設課 )

１，５９０ 万円

財源　その他：２２９万円　市：１，３６１万円

　犬鳴川河川公園や２０００年公園、さくら堤
公園は、市民団体や企業等との協働による管理
を行うとともに、イベントの開催などを通じて、
市民の交流の場となる魅力ある公園づくりを推
進します。

消防・防災・防犯・交通安全の充実

■ 防災意識の醸成と体制の強化   (総務課)

１，２１３ 万円

財源　国：４４９万円　市：７６４万円

自助・共助・公助の理念に基づいた地域防災
力の向上に向け、防災マップの改訂を行うとと
もに自主防災組織の設立・育成に取り組みます。
また、防災行政無線をはじめとして、緊急速

報メールなどの多様な情報伝達手段を有効に活
用し、迅速で的確な情報伝達に努めます。
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■ 交通安全意識の向上　( 健康福祉課 )

１２０ 万円

財源　その他：１２０万円

　高齢運転者の安全運転意識の向上や、交通事
故の防止、被害の軽減を図るため、安全装置搭
載自動車の購入、または所有の自動車に安全運
転支援装置を設置した方へ補助金の交付を行い
ます。

■ 消防団の充実　( 総務課 )

２，５９２ 万円

財源　市：２，５９２万円（うち市債２，５９０万円）

地域の防災の要となる消防団については、消
防団員の加入促進を図るとともに、消防設備の
充実に努めます。令和４年度は消防ポンプ自動
車を１台購入します。

■ 犯罪を防止する環境整備　( 総務課 )

５００ 万円

財源　市：５００万円

　自治会などによる防犯灯の設置や取替えを支
援することで、犯罪を防止する環境整備を進め
ます。

第
３
章

■ 多面的機能支払交付金　( 農政課 )

３，３２３ 万円

財源　国：１，６６１万円　県：８３１万円　市：８３１万円

　農業や農村は、自然環境の保全や水源のかん
養、良好な景観の形成など多面的機能を有して
いますが、過疎化・高齢化などの進行に伴う集
落機能の低下により、地域の共同活動によって
支えられている多面的機能の発揮に支障が生じ
つつあります。　　　　　　　　　　　　　　
　このため、地域の共同活動に支援を行うこと
で、農用地や水路、農道、ため池などの地域資
源の適切な保全管理を推進するとともに、共同
活動を行う地域の拡大を図ります。

■ 就農者の育成支援　( 農政課 )

４，７９５ 万円

財源　県：4,657 万円　市：138 万円

水田・園芸農業の生産コスト低減、生産規模
の拡大に取り組む認定農業者・営農組織に対し
て、農業用機械などの導入を支援します。　　
　また、新規就農者の経営確立を支援するとと
もに、営農技術の向上等に取り組む認定農業者
連絡協議会の活動を支援します。

第３章 産業
企業誘致と立地企業の発展を支援し、活力ある産業を育て、

雇用を生み出すまちづくり

農林業の振興

■ 有害鳥獣被害対策の推進　( 農政課 )

７７５ 万円

財源　国：３万円　市：７72 万円

　深刻化する農作物などへの鳥獣被害に対応す
るため、駆除数の増加を図るための補助制度や
猟友会などと連携した駆除活動を強化するとと
もに、電気牧柵などの設置・補助を行うことで、
被害防除に取り組みます。

■ 農産物・特産品の販路拡大　( 農政課 )

２９０ 万円

財源　その他：220 万円　市：70 万円

　宮若うまい米コンクールを引き続き実施する
とともに、宮若オリジナル米袋を活用すること
で、宮若産米の効果的なPRや販路の拡大に努
めます。
　また、九州のお米食味コンクールを本市で開
催することにより、宮若米、九州米の知名度の
向上を図ります。
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企業誘致の推進

■ 企業誘致の推進　( まちづくり推進課 )

９億１，５４６ 万円

財源　その他：５億６，５２６万円
　　　市：3 億５，０２０万円（うち市債２億７，５１０万円）

　自動車関連企業など複数の企業が進出し、市
内の工場用地が不足していることから、工場用
地バンクの充実に努めるとともに、福岡県と連
携し、宮若北部工業用地造成事業の早期完成に
取り組みます。また、引き続き、各種優遇制度
を活用して、企業誘致の推進を図ります。

観光の振興

■ 資源を活かした着地型観光の推進    
　  ( 産業観光課 )

３４６ 万円

財源　その他：３４６万円

　市のイメージアップを図るため、特産品か
つイメージキャラクターでもある追い出し猫
を観光物産展などのイベントで積極的に活用
して、特産品や観光資源の PRを行います。
また、Web サイト宮若なびや観光パンフレッ

トなどにより市の魅力を発信するとともに、
民間事業者と連携し、入込客や交流人口の拡
大を図ります。

■ 直方・鞍手広域連携プロジェクト    
　  ( 秘書政策課 )

６３ 万円

財源　市：６３万円

　直方・鞍手地域の広域
連携による一体的な地
域振興を図るため、福岡
県と直鞍２市２町でプ
ロジェクトに取り組み
ます。ものづくりなどの
体験交流型プログラム
や中高生を対象とした
人材育成事業を通して、
圏域の魅力を発信しま
す。

■ 小規模農地などへの支援　( 土木建設課 )

２００ 万円

財源　市：200 万円

面積が狭小、湧き水による湿田化など、耕作
不利農地の条件改善のために農家が実施する対
象事業を補助することで、増加する耕作放棄地
の発生防止に向けた取組を推進します。

商業の振興

■ 生活利便性の向上　( 産業観光課 )

３，１９８ 万円

財源　国：3,100 万円　市：98 万円

買物利便性の向上のため、車両による移動販
売事業に取り組みます。
また、宮若商工会議所・若宮商工会が実施す

るプレミアム付振興券発行事業を支援します。

■ 特産品の開発・販路開拓の推進　
　 ( 産業観光課 )

２９０ 万円

財源　市：290 万円

特産品や農産物の販路開拓や宮若ブランドの
確立を図るため、商業者と認定農業者などで組
織する宮若じまん振興会の支援を通じて、販路
拡大や普及促進を図ります。

■ 新規創業に対する支援  ( 産業観光課 )

１６０ 万円

財源　市：160 万円

地域経済の活性化と雇用の創出を図るため、
事業所の開設に係る資金の一部や融資に係る利
子の一部を補助することで、創業を促進します。
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第４章 保健・福祉

社会福祉の充実

■ 相談体制の充実  （保護人権課 )

２，４９５ 万円

財源　国：１，４４４万円　県：３７５万円　市：６７６万円

　生活保護制度に精通した面接相談員を配置
し、要保護者からの生活相談に対する指導・助
言や生活保護の申請手続きなどの支援を行い、
生活保護行政の適正化に努めます。
　また、生活困窮者相談支援体制については、
新型コロナウイルス感染症の影響により、生活
に困窮される方への支援強化のため自立相談支
援、家計改善支援、就労準備支援の三事業の相
談体制を整え、生活困窮者の自立のための包括
的な支援を継続して行います。

■ 社会福祉協議会の活動支援　　　
　( 子育て福祉課 )

５，８０３ 万円

財源　市：５，８０３万円　

　社会福祉協議会が実施している地域福祉推進
事業、ボランティア活動推進事業、各種相談事
業、高齢者・障がい者（児）支援事業など、福
祉事業活動の拡充を支援します。

■ 民生委員・児童委員の活動支援
　　( 子育て福祉課 )

３６２ 万円

財源　市：３６２万円　

市民の生活上の相談や高齢者・子どもの見
守りなど、身近な地域福祉活動の中心的な役
割を担う民生委員・児童委員の活動を積極的
に支援します。

児童・母子福祉の充実

■ 多子世帯への支援  （子育て福祉課 )

３６６ 万円

財源　その他：３６６万円

　多子世帯への支援として、保育所や認定子ど
も園、学童保育所の利用者負担額の減免や、届
出保育施設の利用者負担額の補助を行います。

■ 子育て支援センターの充実
　　( 子育て福祉課 )

６，４４２ 万円

財源　国：１，０５５万円　県：１，０５２万円　　　　　　
　　　　その他：１９８万円　市：４，１３７万円

昨年度、地域における子育て支援の拠点とし
て、子育て支援センター「たけんこ」と「さく
らんぼ」を整備し、移転を行いました。子育て
の負担や孤独感の軽減が図れるよう、一時預か
り事業や子育て相談、親子の交流の場となる活
動を行います。

■ 保育サービスの実施  ( 子育て福祉課 )

７億１，５２４ 万円

財源　国：３億５，５２１万円　 県：１億４，４９３万円
         その他：２，９７７万円　市：1億８，５３３万円

保育所や認定こども園での通常・延長保育な
どの保育サービスを実施するとともに、幼稚園
における預かり保育などの利用にかかる支援を
行います。
また、保育所や認定子ども園に対し、特別保

育のための加配職員の雇用や、新型コロナウイ
ルス感染症対策経費に補助を行い、保育の提
供体制を維持するための支援を行います。

■ 産後ケアの推進　( 健康福祉課 )

４８ 万円

財源　国：24 万円　県：24 万円

産後間もない時期の育児に関する悩みや不安
の軽減のため、母親と育児の心身面のケアや育
児のサポートを行い、安心して育児ができる支
援体制を整えます。

市民が健康に暮らし、高齢者や子どもを支え合う、

安心な暮らしを高める社会づくり



第
４
章

　　　　　　

■ 学童保育所の運営 ( 子育て福祉課 )

９，９６４ 万円

財源　国：２，５８９万円　県：２，１８６万円
　　　その他：１，１３３万円　市：４，０５６万円

　昨年度、宮若西学童保育所と光陵学童保育所
を新たに整備しました。社会福祉協議会と連携
し、学童保育所の安定的な運営に努めます。

■ 待機児童解消に向けた取組
　 ( 子育て福祉課 )

２，７８３ 万円

財源　県：１，４８５万円　その他：６２４万円　
　　　市：674 万円

　待機児童を解消する取組として、保育士確保
のための就労支援給付金制度と家賃補助制度を
引き続き実施します。そのほか、企業主導型保
育施設を利用しやすいよう、利用者負担額への
補助を行うとともに、保育補助者の雇用にかか
る経費の補助などを行います。
　また、暫定的に、子育て支援センターでの預
かり枠を確保します。

■ 不妊治療への支援（健康福祉課 )

１０５ 万円

財源　その他：１０５万円

　令和４年４月より不妊治療が保険適用となっ
たため、保険適用開始前に治療を開始し、令和
４年度中に治療が終わった方について、費用の
一部を助成します。

高齢者福祉の充実

■ 介護予防活動の推進　( 健康福祉課 )

６，６８８ 万円

財源　その他：４，９４２万円　市：１，７４６万円

　介護予防教室や居場所づくりなどの介護予
防事業を通して、要介護状態などになること
を予防します。また、要介護状態の軽減、悪
化の防止のための支援に努めます。
地域における

自立した日常
生活の支援を実
施することによ
り、住み慣れた
地域でいつまで
も健康で生きが
いをもって生活
を送ることがで
きるよう支援し
ます。

■ 地域包括ケア体制の確立
　 ( 健康福祉課 )

６，１６６ 万円

財源　その他：５，８７１万円　市：２９５万円

　団塊の世代が７５歳以上となる令和７年を目
処に、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい
暮らしを人生の最後まで続けることができる
よう、医療・介護・介護予防・住まい・生活
支援が一体的に提供される地域包括ケアシス
テムの充実を図るため、生活支援サービスの
体制整備や在宅医療・介護連携、認知症施策、
地域ケア会議の推進などに取り組みます。

障がい者福祉の充実

■ チャレンジ雇用の実施　( 総務課 )

２１４ 万円

財源　市：２１４万円

　障がいのある人が民間企業へ就職するための
経験を積む機会としてチャレンジ雇用を実施
し、民間企業への円滑な就職を支援します。
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■ 障がい福祉サービスの提供
　　( 子育て福祉課 )

１１億３，３９７ 万円

財源　国：5 億５，０６１万円　県：2 億７，２４０万円
　　　その他：３３３万円　市：3 億 763 万円

　障がいのある人が住み慣れた地域で自立した
生活が送れるよう、生活環境の整備や相談・支
援体制の充実強化に努めるとともに、各種障が
い福祉サービスの提供を行います。　　　　　
　また、ろう者と健常者がお互いの人格と個性
を尊重しあえる社会の実現を目指すため、手話
言語条例の制定に取り組みます。　

健康づくりの推進

■ 総合健診の実施　( 健康福祉課 )

２，２１４ 万円

財源　国：85 万円　県：33 万円　市：２，０９６万円

生活習慣病の早期発見のため、検診の必要
性について周知を行い、総合健診の受診率向
上を図り、医療費抑制に繋げます。
〈実施内容〉	

　・健康診断　　　・歯科健診
・骨粗鬆症検診　・肝炎ウイルス検査
・がん検診
 （胃がん、肺がん、大腸がん、子宮がん、
   乳がん、前立腺がん）

■ 予防接種の実施  （健康福祉課 )

１億４，５５７ 万円

財源　国：189 万円　市：１億 4,368 万円

感染症予防のため、予防接種法に基づく定期
予防接種、高齢者肺炎球菌・風しんの任意予防
接種について引き続き助成を行います。

■ 新型コロナウイルス感染症対策　　
　　 ( 総務課・管財課・市民課・保護人権課・　　　　　

　　　子育て福祉課・健康福祉課・産業観光課・　　　

　　　秘書政策課・教育総務課・学校教育課・社会教育課 )

４億７，７９２ 万円

財源　国：4 億６，７０１万円　県：350 万円
　　　市：741 万円

　新型コロナウイルス感染症の蔓延を防ぐため、
国が定める優先順位に基づいた予防接種を行
うとともに、感染拡大防止や感染への不安解消
のため感染対策備品の購入などについて助成を
行います。また、新型コロナウイルス感染症収
束を見据えた新しい生活様式に沿った事業の推
進、公共施設のトイレ洋式化など、引き続き感
染拡大防止を図ります。
　この他、コロナ
禍において原油価
格や電気・ガス料
金を含む物価高
騰の影響を受けた
方の負担を軽減
するための支援も
行い、市民の皆様
が安心して過ごせ
るよう努めます。

■ みやわか健康ポイント事業
　　( 健康福祉課 )

３４３ 万円

財源　市：343 万円

自主的な健康作りを支援するため、健康づく
りに関する事業に参加することでポイントを獲
得し、ポイント数に応じて応募者全員に記念品
を贈呈します。

医療の充実

■ 医療費適正化対策　( 市民課 )

１２ 万円

財源　県：4 万円　市：8 万円

　宮若市の国民健康保険財政の健全化に向けた
取組の一つとして、後発医薬品（ジェネリッ
ク医薬品）の使用による医療費減額通知の送
付を通じて、先発医薬品と同等であるジェネ
リック医薬品の使用を促進することで、医療
費の適正化に努めます。

11Miyawaka Money Book
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■ 特定健診・特定保健指導
　 ( 市民課・健康福祉課 )

２，７０３ 万円

財源　県：1,134 万円　市：１，５６９万円

　特定健診は内臓脂肪型肥満に着目した健康
検査であり、メタボリックシンドローム（内
臓脂肪症候群）に該当する人などを対象に生
活指導などを行い、生活習慣病を予防するこ
とを目的としています。

第５章 教育・文化

学校教育の充実

■ 確かな学力の育成　( 学校教育課 )

２，６０２ 万円

財源　県：214 万円　市：２，３８８万円

幼稚園・小中学校が同じ目標に向かって共通
の取組を推進しながら、子どもたちの生活習慣、
学校教育の基盤づくりと学力向上プロジェクト
E事業を中心に様々な事業を実施しています。
また、放課後学習「みやわかアフタースクール」
を全小中学校で実施し、子どもたちの学習支援
を行います。
さらに、教員の資質向上のための研修会「み

やわか教師塾」の開催や、学力実態調査・体力
実態調査の実施、トヨタ自動車九州株式会社の
協力を得て、サイエンススクールを継続して実
施します。
　　

■ 情報教育の推進　( 学校教育課 )

６，２２６ 万円

財源　国：１８５万円　市：６，０４１万円

　国のGIGAスクール構想に伴い整備した ICT
機器を活用した教育効果をさらに高めるため、
ICT支援員を配置し、教職員の ICT活用指導
力の向上と学習支援ソフトを導入して学習の個
別最適化を図り、学習指導要領に定める情報活
用能力の育成に努めます。

■ 特別支援教育の充実
  　( 学校教育課 )

２，５２０ 万円

財源　市：２，５２０万円

　小中学校の特別支援学級に在籍している児童
生徒や通常学級に在籍している発達障がいがあ
る児童生徒など、特別な支援が必要な子どもた
ちに適切な教育的支援を行うために、特別支援
教育支援員の配置を行うなど、特別支援学級な
どの教育活動の充実を図ります。　　　　　　
　また、特別に支援を必要とする児童生徒の就
学などについては、発達障がい相談支援カウン
セラーによる助言や特別支援教育連携協議会の
中で関係機関との情報交換を行い、円滑に連携
していくことで、当該児童生徒にとって適切な
教育支援を行います。

■ 地元農産物を活用した学校給食の
　 提供  ( 教育総務課 )

２５４ 万円

財源　その他：254 万円　

　宮若米や宮若牛
など、新鮮で安全
な地元農産物や畜
産物を積極的に学
校給食に導入する
ことで、地産地消
に取り組みます。

また、医療機関と連携を図り受診率の向上に
努めるとともに、健診の結果が生活習慣病の予
備軍や要受診者となる人を対象に、保健師・管
理栄養士による受診指導、生活改善指導を実施
することで、疾病の発症・悪化の防止に努めます。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、

多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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■ 教育施設の整備  ( 教育総務課 )

１億 円

財源　国：２，７２１万円
　　　市：７，２７９万円（うち市債：６，４００万円）

　老朽化した宮田北小学校のプールの改修工事
と、校舎及び体育館の外壁等の補修に伴う設計
を行います。

生涯学習の推進

■ 読書活動の充実  ( 社会教育課 )

１，４６９ 万円

財源　県：10 万円　その他：150 万円
　　　市：１，３０９万円

　
ふるさと納税を活用して児童書を増やし、お

はなし会・ブックスタート・家読など、児童書
を活用した事業を充実させることで、幼少期の
子どもの読書活動を推進します。

スポーツの推進

■ スポーツイベントを通じた市民参
　  加の拡大 （社会教育課 )

２８４ 万円

財源　市：２８４ 万円

　スポーツフェスタ
など、幅広い世代の
市民が参加できるス
ポーツ種目によるイ
ベントを実施し、ス
ポーツ活動を通じた
市民交流の充実に努
めます。

■ スポーツ大会・キャンプ地の誘致
　 ( 社会教育課 )

１２ 万円

財源　市：１２万円

　光陵グリーンパークや西鞍の丘総合運動公園
と市内宿泊施設との連携を図り、広域的なス
ポーツ大会やキャンプ地として誘致に取り組
みます。

青少年の健全育成

■ 体験学習の充実  ( 社会教育課 )

７７ 万円

財源　市：７７万円

　小学生が様々な活動を体験することで、自
ら学び、自ら考える力や豊かな人間性など、生
きる力を育むことを
目的として、わいわ
いサークルやサマー
チャレンジ、スプリン
グチャレンジを開催
します。

芸術文化活動の充実

■ 芸術文化活動の推進  ( 社会教育課 )

１４１ 万円

財源　市：１４１万円

市民文化祭やコンサートなどを開催し、市
民が芸術文化に触れる機会の提供に努め、芸
術文化活動の活性化を図ります。

文化財の保護・継承

■ 文化財の整備・保存の推進
　 ( 社会教育課 )

４，５２１ 万円

財源　市：４，５２１万円（うち市債：３，９８０万円）

　国指定史跡である竹原古墳の保存管理に引き
続き努め、シンポジウムも開催します。　　　
　また、令和３年度に整備を行った文化財収蔵・
展示・交流センターについては長寿命化を図る
ため外壁補修等改修工事を行います。市内の
小中学生の学習の場として有効活用を図ると共
に、各種イベントを開催し、歴史文化への興味
関心の向上に努めます。

子どもの「生きる力」を育てる学校教育と、

多彩な市民交流を生む社会教育の充実
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第６章 市民協働・コミュニティ

市民参加の推進

■ 広報・広聴の充実　( 秘書政策課 )

２，１９５ 万円

財源　県：55 万円　その他：360 万円　
　　　市：１，７８０万円

　市民参加の推進や認知度向上のため、本市の
魅力を市内外に向けて広く発信できるよう、広
報紙や市公式ホームページ、公式インスタグラ
ムをはじめとした SNSなど様々な媒体を活用し
た多角的で効果的な情報発信を行います。　　
　また、市勢要覧を改訂し、市の概要やまちの
魅力を分かりやすく発信します。

地域コミュニティの形成

■ コミュニティ活動の活性化
　　( まちづくり推進課 )

１６７ 万円

財源　市：167 万円

職員の地域担当制度については、市内８ブ
ロックで地域と職員が協働して事業を実施し
ます。

■ 笠松地区地域コミュニティ拠点施
　  設の整備  ( 社会教育課 )

１億７，５７１ 万円

財源　市：1億 7,571万円（うち市債：1 億 4,550 万円）

　笠松地区の地域コミュニティ拠点施設である
笠松研修センターについては、各所で不具合が
生じているため、令和３年度に施設の総点検を
行い、住民参加型による整備に向けた基本計画
を策定しました。この計画に基づき、施設の長
寿命化の観点から改修工事に取り組みます。

地域情報化の推進

■ デジタル田園都市国家構想の推進  
　　( 総務課 )

３，６３０ 万円

財源　国：３，２６７万円　市：３６３万円

国の「デジタル田園都市国家構想」を受け、
電子申請システム導入などデジタル技術の導入
を推進し、市民サービスの向上に取り組みます。

■ マイナンバーカードの交付推進
    ( 市民課 )

５４０ 万円

財源　国：５４０万円

　マイナンバーカードを交付申請した市民の方
に特典を付与することで、普及率の向上を図り
ます。

人権尊重社会の構築

■ 人権教育・啓発の促進　　　　　
　 ( 社会教育課・保護人権課 )

３７ 万円

財源　県：１４万円　市：23 万円

　令和３年度に策定した人権教育・啓発基本計
画に基づいて、人権講演会や地域懇談会、人権
の花運動などを実施し、身近な差別に気づき、
お互いの人権が尊重される地域づくりを推進し
ます。

市民とともに地域の課題解決に向けて

取り組んでいく協働のまちづくり
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第７章 計画の推進と実現のために

■ 輝くふるさと応援寄附金制度の推進
 　( 財政課 )

１億２９９ 万円

財源　その他：８，０００万円　市：２，２９９万円

宮若市のまちづくりに賛同する方からの「ふ
るさと納税制度」による寄附金を財源に、特色
あるまちづくりを進めます。
また、返礼品を通じた特産品の販路拡大につ

なげるため、ポータルサイトの拡充に取り組む
など、積極的に寄付の拡大を図ります。

■ 固定資産（土地）評価の価格見直
　し等に伴う標準宅地の不動産鑑定評
　 価委託業務
 　( 税務収納課 )

１，４４８ 万円

財源　市：１，４４８万円

　地価の下落を次年度の固定資産評価額に反
映させるため、７月１日時点における標準宅地
の時点修正率を鑑定評価により求めることで、
市内全域の宅地などの価格修正を行います。
　また、令和６年度固定資産評価替えにおい
て活用する土地の適正な時価を求める不動産
鑑定評価業務を進めます。

■ 地番現況図などの更新　( 税務収納課 )

１，７４１ 万円

財源　市：１，７４１万円

課税対象物件の的確な把握による適正な課税
を図るため、地番現況図や公図の通年異動更新
を行い、令和６年度評価替えに向けて土地評価
見直し業務を進めます。

■ 第２次宮若市総合計画（後期基本
　  計画）の策定  ( 秘書政策課 )

７４７ 万円

財源　市：７４７万円

　第２次宮若市総合
計画は、宮若市が目
指すまちづくりの指
針を示した令和９年
度までの１０年間の
マスタープランで、
前期と後期の各５年
間に分けて施策を推
進しています。
今年度は、令和５

年度からの後期基本
計画を策定します。

■ 収納率の向上及び滞納対策の強化
　  ( 税務収納課 )

１８４ 万円

財源　市：１８４万円

　ファイナンシャルプランナーによる、滞納者
の家計改善指導に取り組み、収納率の向上を図
ります。また、資力のある滞納者に対しては、
動産及び不動産の差押を行い公売します。不動
産の公売にあたっては不動産鑑定士に評価を委
託します。　　　　　　　　　　　　　　　　
　さらに、相続人がいない滞納者には、相続財
産管理人選任業務を委託し、選任された管理人
により相続財産の処分を行い、滞納となってい
る税の解消を図ります。
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一　般　会　計 １８３億８，８０８万円　

                 歳　入
区分 　　　　　予算額

市税 ４８億６，８７０万円
地方譲与税 １億８，１４３万円
利子割交付金 １７０万円
配当割交付金 １，０７０万円
株式等譲渡所得割交付 １，５００万円
法人事業税交付金　　　 １億４，４００万円
地方消費税交付金 ７億１４０万円
ゴルフ場利用税交付金 ４，９１０万円
環境性能割交付金 ２，８５０万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 １３０万円
地方特例交付金 ２，０３０万円
地方交付税 ３３億８，９０９万円
交通安全対策特別交付金 ５５０万円
分担金及び負担金 ５，４３１万円
使用料及び手数料 ３億６，９３５万円
国庫支出金 ３５億８１２万円
県支出金 １２億１，７６５万円
財産収入 ９，７０８万円
寄附金 ２億５３６万円
繰入金 １０億５，６０７万円
繰越金 ４億円
諸収入 ３億５，５６７万円
市債 １７億７７５万円

性質別
区分 予算額

人件費 ２４億５，９９７万円
扶助費 ４５億８，８６５万円
公債費 １６億８，０００万円
投資的経費 ２９億９，２３５万円
物件費 ２５億７，６９７万円
維持補修費 ３億６８万円
補助費等 １９億９，４６１万円
繰出金 １４億４，９６２万円
積立金 ２億６，３４３万円
投資及び出資金・貸付金 ２，１２０万円
予備費 ６，０６０万円

目的別
区分 予算額

議会費 １億５，３９０万円
総務費 １９億７，５４１万円
民生費 ６９億２，６７７万円
衛生費 １２億６，３５９万円
農林水産業費 ８億４，１０７万円
商工費 １２億４，５４０万円
土木費 ２０億３６９万円
消防費 ５億１，３１２万円
教育費 １７億１，９０６万円
災害復旧費 ５４７万円
公債費 １６億８，０００万円
予備費 ６，０６０万円

歳　出

資料．予算概要
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国民健康保険特別会計 ３３億９，４６８万円　

歳　出歳　入
区分 予算額

国民健康保険税 ４億９，１６０万円
使用料及び手数料 ４０万円
県支出金 ２６億６４４万円
繰入金 ２億９２７１万円
諸収入 ３５３万円

区分 予算額
総務費 ８，３２２万円
保険給付費 ２５億３，３５７万円
国民健康保健事業費納付金 ７億４，２００万円
保健事業費 ２，７７４万円
諸支出金 ３１５万円
予備費 ５００万円

後期高齢者医療特別会計 ４億６，２０２万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

後期高齢者医療保険料 ３億９４７万円
使用料及び手数料 ４万円
繰入金 １億５，０１８万円
諸収入 ２３３万円

区分 予算額
総務費 ７８０万円
後期高齢者医療広域連合納付金 ４億５，１８４万円
諸支出金 １１０万円
保健事業費 ７８万円
予備費 ５０万円

吉川財産区特別会計 １４２万円　

歳　入 歳　出
区分 予算額

財産収入 ４万円
繰入金 １３８万円

区分 予算額
総務費 ９８万円
財産費 ２４万円
予備費 ２０万円
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（２）資本的収入及び支出

（１）収益的収入及び支出

区分 予算額
給水収益 ４億１，１７８万円
受託工事収益 １，０００万円
その他の営業収益 ２４万円
負担金 ２，０７１万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 ２２万円
水道加入金 １６５万円
長期前受金戻入 ６，５３２万円
雑収益 ３４万円

区分 予算額
企業債 ７，０６０万円
負担金 １４２万円

区分 予算額
施設改良費 ９，８０２万円
固定資産購入費 ８６９万円
企業債償還金 １億４，０６７万円
予備費 １００万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １億２，４２４万円
配水及び給水費 ７，８９５万円
受託工事費 １，０００万円
総係費 ４，４５４万円
減価償却費 １億９，４２８万円
資産減耗費 １４９万円
支払利息及び企業債取扱諸費 ２，４１６万円
消費税及び地方消費税 ２，０００万円
特別損失 １万円
予備費 １００万円

収　入 ５億１，０２７万円 支　出 ４億９，８６７万円

収　入 ７，２０２万円 支　出 ２億４，８３８万円

区分 予算額
給水収益 ４，７６８万円
受託工事収益 ６，２８０万円
その他の営業収益 ５万円
負担金 ８５８万円
受取利息及び配当金 １万円
他会計補助金 ３，０９８万円
水道加入金 １９８万円
長期前受金戻入 ３，１１０万円
雑収益 １万円

区分 予算額
原水及び浄水費 １，８４７万円
配水及び給水費 ２４３万円
受託工事費 ６，２８０万円
総係費 ３，７０６万円
減価償却費 ５，１５２万円
支払利息及び企業債取扱経費 ５６１万円
消費税及び地方消費税 １８０万円
特別損失 １万円

水道事業会計

簡易水道事業会計

（１）収益的収入及び支出

収　入 １億８，３１９万円 支　出 １億７，９７０万円



19Miyawaka Money Book

下水道事業会計

区分 予算額
企業債 ４億1,460万円
国庫補助金 ２億5,550万円
負担金及び分担金 1,926万円
他会計負担金 2,817万円
他会計補助金 8,648万円

区分 予算額
建設改良費 ７億9,316万円
企業債償還金 １億 4,665万円
予備費 １０万円

収　入 ８億４０１万円 支　出 ９億３，９９１万円

区分 予算額
下水道使用料 ５，１６２万円
雨水処理負担金 ８１６万円
その他営業収益 １４万円
受取利息 １万円
他会計負担金 １億４，０９８万円
他会計補助金 ８，９６０万円
国庫補助金 ６０万円
長期前受金戻入 １億９０３万円
消費税還付金 ５００万円
雑収益及び特別利益 １万円

区分 予算額
菅渠費 ３４６万円
ポンプ場費 ６９２万円
業務費 １２３万円
総係費 4,525万円
流域下水道維持管理負担金 9,984万円
減価償却費 ２億３０６万円
支払利息及び企業債取扱諸費 4,349万円

１万円

収　入 ４億５１５万円 支　出 ４億３２６万円

支　出 ５，９２５万円収　入 ３，８０５万円

（２）資本的収入及び支出

区分 予算額
他会計補助金 ２，８４６万円
負担金 ９５９万円

区分 予算額
施設改良費 １，１４３万円
固定資産購入費 ３万円
企業債償還金 ４，７５９万円
予備費 ２０万円

（１）収益的収入及び支出

（２）資本的収入及び支出



まちづくり出前講座のご案内
■ 市役所や警察署、消防署などの職員が皆さんの
ところへ出向いて講座を開催します。
　普段からの疑問や、暮らしに役立つ知識を仲間と一緒に学び
たい方のために、好きな講座を選んでいただき、市役所などの
職員が講座を開催するのが「まちづくり出前講座」です。
　市民の皆さんに市政や公的な制度に対する理解を深めていた
だき、協働のまちづくりを推進することも、この出前講座の目
的です。

■ 原則、１０人以上の会合であることが必要です。
　原則として市内に在住、在勤、在学する１０人以上のグループ、
団体が対象です。より多くの方に講座を聞いていただくことと、
定例の会合などの機会に利用していただきたいと考え、このよ
うな条件を設けています。
　また、公序良俗に反する恐れのある場合や政治や宗教、営利
を目的とする場合など、出前講座の目的に反する場合は講座を
お断りします。

■ 年末年始を除き、開催できます。
　令和４年１２月 24 日（土）から翌年１月３日（火）の 11 日
間を除き、開催できます。時間は午前１０時から午後９時までで
す。対応が難しい期間は、備考欄に休講期間等を記載していま
す。その他、希望に添えない場合もありますので、あらかじめ
ご了承ください。

■ 受講料は無料です。会場の準備は皆さんで。
　受講料は無料です。会場の準備は主催者である皆さんのお力
でお願いします。（スクリーンやプロジェクターがない場合は
持ち込みます。）

令和４年（２０２２年）度版

Ｍenu（メニュー）

◆ 法務局・警察署・消防署・社会福祉協議会・宮若観光がいどの会の講座（８講座）
テーマ・内容 時間 備考

１ ●相続と遺言について
　遺言制度を含めた相続制度全般について説明を行います。 ６０分 法務局による講座です。

２ ●犯罪被害にあわないための防犯教室
　様々な犯罪を予防するための防犯教室です。 ３０分〜

  ６０分
（相談可）

警察署による講座です。
（１０時〜１７時まで）※平日のみ
※状況によって対応できない場合
があります。３ ●高齢者の交通事故防止について

　高齢者の交通事故を防止するための講座を行います。

４
●地域福祉について
　見守り活動・サロン活動（公民館等の小さな地域を拠点としたお年寄りの健
康・生きがいづくり活動）の説明を行います。

６０分 社会福祉協議会による講座です。

５

●知っておきたい！防火・防災事前の備え
　各グループや地域での防火（消火器を使用しての消火訓練も可能）・防災・
地震（東日本大震災の教訓を基本として）への知識や、災害時の対処方法等
について説明します。

６０分

消防署による講座です。
（９時〜１２時）※平日のみ
※４月から５月は休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。

６

●普通救命講習会（修了証を交付します）
　応急処置、ＣＰＲ（心肺蘇生法）実技、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の取
扱いなどを説明します。ビデオや心肺蘇生訓練用の人形を使用しての実技訓
練も実施します。

１８０分
消防署による講座です。

（９時〜１２時）
※４月から５月は休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。７ ●簡易救命講習会（修了証の交付はありません）

　普通救命講習会の内容を簡略化して説明します。 ６０分

８

●宮若観光がいどの会によるふるさとのお話
　自分たちが暮らす宮若に、こんな物語があったなんて。地元観光ガイドが語
る興味深いお話を聞いてみませんか？
竹原古墳の謎／加藤司書と犬鳴御別館／笠松と釘抜き地蔵さん／雲海を臨む
～鞍手の最古刹／「清水寺」悲劇の宗像騒動と円通院／黒田家と宮若

６０分〜
  ９０分

（相談可）

※現地でのガイドも無料で承りま
す。（３時間程度）

（現地ガイド希望の場合は、宮若市観光
がいどの会へおつなぎします）

出
前
講
座
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■ （お問い合わせ）宮若市役所 秘書政策課 秘書広報係
●電話　0949‐32‐0512　　● FAX　0949‐32‐9430
● E メール　hisyokoho@city.miyawaka.lg.jp

■ 新型コロナウイルス感染症対策に関するお願い。
　マスクの着用、消毒液の準備など感染防止対策をとっていた
だきますようお願いします。また、発熱や風邪の症状があるな
ど体調がすぐれない方の参加はお控えください。
 ※マスクを着用して説明させていただきます。



出
前
講
座

◆ まちづくりに関する話（１２講座）
テーマ・内容 時間 備考

９
●協働のまちづくりについて
　宮若市のまちづくりの最高規範である宮若市自治基本条例についてわかりや
すく説明します。

３０分 パワーポイントを使用します。

１０ ●第２次宮若市総合計画前期基本計画について
　平成３０年度から５年間の市の主要な取組について説明します。 ３０分

１１
●定住のススメ
　「新婚世帯や子育て世帯への家賃補助」や「新たな住宅取得への奨励金」な
ど市の定住促進策についてご紹介します。

４０分

１２
●認可地縁団体について
　認可地縁団体（自治会等、広く地域社会全般の維持などを目的とした団体の
なかで法人格を有した団体）の設立手続き等について説明します。

３０分

１３
●空き家について
　宮若市の空き家の現状と空き家の予防、対策などについて説明します。
※ご相談内容によっては、福岡県空き家サポートセンターの講座となります。

３０分 プロジェクター・スクリーンを使用
します。

１４ ●宮若市の財政状況について
　宮若市の決算状況や財政指標を説明します。 ４０分

１５
●まちづくりに対する支援制度について
　市民の皆さんが行う、まちづくり活動や地域コミュティ活動に対する補助金
制度などについて説明します。

３０分

１６ ●情報公開制度と個人情報保護制度について ３０分

１７ ●宮若市の広聴制度について
　皆さんの意見を取り入れる市のしくみを説明します。 ４０分

１８ ●都市計画って何？
　都市計画制度と宮若市の現状を説明します。 ３０分 プロジェクター・スクリーンを使用

します。

１９ ●宮若市道路愛護推進活動について
　道路愛護推進活動の内容や、過去の取組についてお話しします。 ３０分

２０
● SDG ｓ（持続可能な開発目標）について
　国連が提唱する持続可能な開発目標について、事例を交えながらわかりやす
く説明します。

３０分

◆ 福祉・健康づくりに関する話（１４講座）
テーマ・内容 時間 備考

２１

● 40 ～ 74 歳対象の健診からみえてきたもの
　～特定健診について考える～
　特定健診の受診や生活習慣病予防がいかに医療費抑制につながっているか
についてお話しします。

４０分〜
  ６０分

（相談可）

２２

●成年後見制度・エンディングノートについて
　自分ひとりで判断することが難しい方の権利を守り生活を支援する成年後見
制度や、もしものときに家族へ想いや希望を伝えるためのエンディングノートに
関することについて説明をします。

６０分
プロジェクター・スクリーンを使用
します。
教材を使用します。

２３ ●介護予防について
　介護予防について学習し毎日活動的に過ごすためのアドバイス等を行います。 ６０分 プロジェクター・スクリーンを使用

します。

２４
●認知症を知ろう“あなたも認知症サポーター”
　１人でも多くの人が認知症の人や家族の理解者・応援者となっていただき、
認知症になっても誰もが安心して暮らせるまちになるように考える講座です。

６０分〜
９０分

（相談可）

プロジェクター・スクリーンを使用
します。
開催希望日の１カ月前までにお申し
込みください。

２５
●介護保険制度と高齢者福祉サービスの利用について
　介護保険制度や市が行う高齢者福祉サービスについて、内容や申請方法な
どを説明します。

４０分

２６
●障がいのある人にはどんなサービスがあるの？
　障がい（身体、知的、精神）のある人が、どのような申請や手続きをすれば
サービスを受けることができるのかを説明します。

４０分
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２７
●健康診断で何がわかる？
　市が実施している健康診断（がん検診など）について、その必要性や受診方
法についてお話しします。

４０分

２８ ●食生活について
　健康づくりや生活習慣病予防のための食生活について説明します。 ６０分

調理実習は別途打ち合わせを行い
ます。（材料費のみ実費）

２９ ●食育について
　子どもの食べる力を育むための説明または調理実習を行います。 ６０分

３０
●健康づくりについて
　メタボリックシンドロームや糖尿病、心臓病などご希望の生活習慣病につい
て詳しくお話します。

６０分 ※事前に希望内容をお伝えくださ
い。
※状況によって対応できない場合
があります。３１ ●子どもの健康について

　乳幼児期の子育てについてお話しします。 ６０分

３２
●子育て支援サービスについて
　保育所・子育て支援センター・学童保育所の運営や手当などの子育て支援事
業について説明します。

３０分
※６月から８月、１１月から１２月は
休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。

３３ ●保育所の入所について
　市内保育所の入所基準などについて説明します。 ３０分

３４ ●児童虐待防止について
　児童虐待に気づいたとき、どうしたらよいか説明します。 ３０分

◆ くらしに関する話（１１講座）
テーマ・内容 時間 備考

３５ ●マイナンバー制度について
　マイナンバー制度について概要などを説明します。 ４０分

３６ ●国民健康保険制度について ３０分

３７ ●後期高齢者医療制度について ３０分

３８ ●市民税について
　市民税について説明します。 ３０分 ※４月から７月、１月から３月は休

講します。

３９ ●固定資産税について
　固定資産税のしくみについて説明します。 ３０分 事前に希望内容をお伝えください。

※１２月から５月は休講します。

４０ ●広報紙をつくろう
　団体の機関紙の制作について、アドバイスします。 ４０分 ※毎月１５日以降は、調整が必要で

す。

４１ ●ごみの減量化・分別・リサイクルについて
　ごみの減量化・分別方法・リサイクル及びごみ処理の流れについて説明します。 ６０分 プロジェクター・スクリーンを使用

します。

４２
●予約制乗合タクシーの乗り方について
　予約制乗合タクシーの乗り方や、MONET アプリを使用した予約方法につ
いて、わかりやすく説明します。

４０分 プロジェクター・スクリーンを使用
します。

４３
●消費生活講座「悪質商法にご注意を！」
　市内では、悪質商法の被害が頻発しており、その手口も巧妙になってきてい
ます。被害を未然に防ぐために、事例や対応策を学んでおきましょう。

３０分〜
　６０分 講話または寸劇形式で行います。

４４ ●イノシシ対策について
　イノシシの生態や習性、自己防衛の手段、駆除の現状などを説明します。 ３０分

４５ ●下水道のはなし
　下水道のしくみや受益者負担金、下水道使用料、排水設備等を説明します。 ４５分

◆ 教育や文化に関する話（３講座）
テーマ・内容 時間 備考

４６
●出前歴史講座「土器のお話」
　土器や玉類を通したふるさとの歴史や竹原古墳、損ヶ熊古墳の説明のほか、
現地での火起こし体験などを行います。

９０分

４７
●出前歴史講座「石炭産業のお話」
　貝島炭砿の話等、石炭産業についての講義です。講義の中で、石炭を燃やす
体験を実施します。

９０分

出
前
講
座
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４８ ●宮若市の歴史について
　「装飾古墳〜竹原の世界〜」「戦国時代の宮若市」などについてお話します。 ６０分

◆ 児童・生徒用のメニュー（１１講座）
テーマ・内容 時間 備考

４９

●ふるさとの歴史と文化
　宮若市観光がいどの会が、ふるさと宮若の歴史や文化についてスライドなど
でわかりやすく解説します。
竹原古墳と損ヶ熊古墳の謎／宮若を築いた先人たち　など

４５分

※現地でのガイドも無料で承りま
す。（３時間程度）

（現地ガイド希望の場合は、宮若市観光
がいどの会へおつなぎします）

５０ ●出前歴史講座「土器のお話」
　№４６を児童・生徒向けに行います。火起こし体験もあります。 ９０分

小学校６年生〜中学生が対象です。
５１ ●出前歴史講座「石炭産業のお話」

　№４７を児童・生徒向けに行います。石炭を燃やす体験もあります。 ９０分

５２ ●子ども防火教室・防災講話・消火訓練
　消火器の使用方法や花火などの注意事項を説明します。 ６０分

消防署による講座です。
※講座対応は午前９時から正午ま
でです。４月・５月は休講します。
※状況によって対応できない場合
があります。

５３

●消費生活講座「これってアヤシクない？」
　携帯電話やインターネットは便利ですが、注意して使わないと思わぬトラブ
ルに巻き込まれることがあります。被害にあわないよう、「消費者トラブル」を
学んでおきましょう。

４５分

５４
●「認知症」ってなあに？“あなたも認知症サポーター”
　認知症の人や家族の理解者、応援者となってもらうために、寸劇などを活用
し、認知症の症状や認知症の方への接し方などわかりやすく説明します。

４５分〜
　６０分

・プロジェクター・スクリーンを使
用します。
・開催希望日の１カ月前までにお申
し込みください。

５５

●ブックトーク
　ブックトークとは、ある一つのテーマに沿って何冊かの本をトークで繋げて
紹介していくものです。子どもたちへの読書案内の一つで、子どもたちが今ま
で知らなかった本との出会いをお手伝いします。

４５分

小・中学生対象（最大４０名で、１
学年単位や２学年合同などで、お申
し込みください。）
※開催希望日の４０日前までにお
申し込みください。

５６ ●おはなし会
　絵本の読み聞かせや手遊びなどで、楽しいおはなしの時間をつくります。 ３０分 ３歳〜未就学児対象です。

５７
●選挙のしくみ
　１８歳から選挙に参加できるようになりました。生活に結びついている身近
な政治や選挙の仕組みをお話しします。

４０分 ※選挙期間中は休講します。

５８ ●新聞をつくろう
　紙面への表現についてやさしく教えます。 ３０分 小・中学生対象。毎月１５日以降は、

調整が必要です。

５９ ● SDG ｓってなあに？
　国連が提唱する接続可能な開発目標について、わかりやすく説明します。 30 分

◆ 施設見学（３講座）
テーマ・内容 時間 備考

６０
●生見浄水場あるいは沼口浄水場
　上水道施設のしくみについて説明します。浄水場の見学後、説明を行います。
生見、沼口どちらか一方で６０分です。

６０分 児童・生徒も歓迎します。
※毎月第３木曜日は休講します。

６１

●青少年育成ゾーン
　西鞍の丘総合運動公園芝生フィールド、若宮コミュニティセンター「ハートフ
ル」、生涯学習センター「宮若リコリス」、東部総合運動公園「光陵グリーンパー
ク」の４つの施設について、特長やこれまでの取組について説明します。

６０分

各施設への移動は各自でお願いし
ます。（現地にて職員が説明）
※状況によって対応できないこと
があります。

６２

●宮若市文化財収蔵・展示・交流センター
　宮若市の歴史や文化を次世代に伝える施設です。宮若市の歴史について学ぶ
ことのできる「常設展示室」や、過去の調査で出土した土器などの遺物を収蔵
する「収蔵室」などをご案内します。

（要相談）

各施設への移動は各自でお願いし
ます。（現地にて職員が説明）
※状況によって対応できないこと
があります。

◆ 宮若市公式ホームページにもメニューや申込書を掲載しています。　https://www.city.miyawaka.lg.jp/

出
前
講
座

23まちづくり出前講座
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本庁舎　 　TEL　０９４９−３２−０５１０（代）　　FAX　０９４９−３２−９４３０
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

総 務 課

総務係 議案、条例・規則等の制定改廃、文書管理、情報公開、個人情報保護など
３２−０５１１人事係 職員の人事、給与、研修、福利厚生、衛生管理、安全管理、組織管理など

防災安全係 消防、防災、防犯、交通安全など
情報政策係 電算システムの開発管理、セキュリティ対策、ICTの利活用など ３２−１０７２

管 財 課 財産管理係 市有財産管理、庁舎管理など ３２−０７６１
契約検査係 契約、請負業者の指名・入札など

市 民 課 市民係 転入転出等、住民票、戸籍、印鑑登録、選挙管理委員会など ３２−０５１４
国保年金係 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、公費医療など ３２−４００４

税 務 収 納 課
市民税係 市県民税、国民健康保険税、軽自動車税の賦課など ３２−０５１３
資産税係 土地・家屋・償却資産の評価、固定資産税の賦課など
納税管理係 市税・国民健康保険税の徴収・滞納対策、市税等諸証明の交付など ３２−１００８

秘 書 政 策 課
秘書広報係 市長・副市長秘書、広報、シティプロモーション、ホームページ、表彰など

３２−０５１２
政策推進係 総合計画、総合戦略、広域行政、人材育成、国際交流など

財 政 課 財政係 予算編成、執行管理、財政計画、地方交付税、市債など ３２−０５９０
財務経営係 行財政改革、ふるさと納税、行政基本資料の収集など

まちづくり推進課 地域振興係 定住促進、自治会、犬鳴川河川公園・2000 年公園管理など ３２−０７７３
企業誘致推進係 企業誘致など

子 育 て 福 祉 課
地域福祉係 民生・児童委員、社会福祉協議会、地域福祉計画など ３２−０５６２
子育て支援係 児童手当、児童扶養手当、家庭児童相談、保育所、学童保育など ３２−０５１７
障がい者福祉係 障がい者（児）福祉など ３２−０５４１

健 康 福 祉 課
健康対策係 健康づくり、各種保健事業、予防接種、母子健康手帳交付、精神保健など ３２−１１７７
高齢者福祉係 高齢者福祉、介護保険、戦傷病者遺族等援護、高齢化対策など ３２−０５１５
地域包括支援センター 介護予防ケアマネジメント、高齢者の総合相談支援など ３３−３４５６

保 護 人 権 課
事務係 生活保護に関する事務など ３２−９３７７
保護係 生活保護に関することなど
人権福祉係 人権・同和対策、男女共同参画、隣保館など ３２−０７６５

環 境 保 全 課 環境衛生係 じん芥施設、衛生施設に関すること、犬の登録など ３２−０５１６
環境対策係 環境基本計画、火葬場、不法投棄対策など

産 業 観 光 課 商工振興係 商工業の振興、消費生活、雇用促進など ３２−０５１９
観光推進係 観光振興、いこいの里千石、観光資源の保全・活用など

農 政 課 農林対策係 林業経営の改善、林業生産の基盤整備、有害鳥獣駆除、荒廃森林対策など ３２−０５１８
農業振興係 農業経営の改善、地域農政推進、認定農業者、農業共済など

土 地 対 策 課
用地係 用地取得、登記、市道の認定、道路台帳、占用使用許可、屋外広告物など ３２−０５６９
国県道整備対策係 県道の整備に関することなど
国土調査係 地籍測量、地籍図作成、地籍簿作成など ３２−０５６６

建 築 都 市 課 建築都市係 都市計画、建築協定、緑化対策、市営住宅の維持管理、空き家対策など ３２−０９５５
住宅管理係 市営住宅の入退去、特定鉱害復旧等申出事務、住宅改修助成など

土 木 建 設 課
維持係 道路、河川、下排水維持管理、土木災害復旧、交通安全施設など

３２−０７９９建設係 土木施設の新設改良工事など
農業土木係 農業用施設等の維持管理、土地改良、災害復旧、林地崩壊防止事業など

下 水 道 課 下水道係 下水道工事施工管理、設計、事業計画など ３２−３１５９
管理係 下水道資産管理、使用料、浄化槽設置助成など

会 計 課 会計係 各種料金の支払い窓口、公金経理、資金管理など ３２−３３２３

水 道 課
業務係 水道料金に関することなど

３２−１００５給水係 水道の給水など
浄水係 浄水場の維持管理など

教 育 総 務 課 教育総務係 幼稚園・小中学校の維持管理、スクールバスの運行、教育財産の管理など ３２−１００７
学校給食係 学校給食、学校給食施設の維持管理など ３４−５５２５

学 校 教 育 課 学校教育係 児童・生徒就学、奨学金、通学区域、学級編制、教育支援センターなど ３２−１００７
指導係 授業づくりに関すること、生徒指導に関すること、教職員の人材育成など ３２−９２９２

社 会 教 育 課 公民館・スポーツ振興係 公民館・スポーツ施設の管理運営、社会体育、学校体育施設開放など ３２−０１２３
社会教育・文化推進係 図書館、青少年の健全育成、生涯学習、文化財、文化振興など ３２−３２１０

議 会 事 務 局 議会係 市議会に関することなど ３２−１１３５
農 業 委 員 会 農業委員会事務局 農地等の利用関係、農地法、農業者年金など ３２−３５５３
監 査 事 務 局 監査事務局 監査委員・公平委員会に関することなど ３２−１００４

若宮総合支所　 TEL　０９４９−５２−１１１１（代）　　FAX　０９４９−５２−３１１９
課　　名 係　　名 業務内容 電話番号

市 民 窓 口 課 市民窓口係 転入転出、住民票、戸籍、税の収納証明、国民健康保険、国民年金、
児童・母子福祉、ごみ、し尿など ５２−１１１１

宮若市役所　ダイヤルガイド
事業の内容の詳細などは、お気軽にこちらまでおたずね下さい。
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　  市の木・桜
河川敷や公園などに植え
られ、市民の皆さんに親
しまれています。

  市の花・彼岸花
どんな天候でも花を咲か
せ、堅実な歩みを目指す
宮若市を表しています。

市章
「み」の文字をモチーフに、
市民が明るく輝き、飛躍し
ている様子を表しています。
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宮若市役所　秘書政策課　政策推進係

〒８２３−００１１　福岡県宮若市宮田２９番地１

ＴＥＬ　０９４９（３２）０５１２

ＦＡＸ　０９４９（３２）９４３０

ＵＲＬ 　  https://www.city.miyawaka.lg.jp/

E-mail   seisaku@city.miyawaka.lg.jp 




